
平成２７年度 第２回 COC実施本部会議 議事録 

平成２７年６月１０日(水) 

17：30～17：57 

場所：本部大会議室 

 

出席者：清水学長、齋藤教育開発センター長、田浦学生部長、岡野研究開発推進センター長、木村企画部長、 

       橋本地域連携推進室担当課長、山村教務担当課長 

 

【議 題】 

１． 第 1回シンポジウムの開催について 
～伊勢志摩で共に暮らしつづけることのミライを考えあうシンポジウム vol.1～ 

清水学長の求めに応じ、齋藤教育開発センター長より配付資料を基に説明がなされた。 

今年度から授業を告知するためのシンポジウムを開く。開催は 9月 4日（金）、13：30開始。 

今後、次世代を担う若者（若手市町職員・学生・高校生）を中心としながら地域の課題を未来志向で捉えなお

すことを目指して、様々な視点から共に考え合おうという場にしていきたい。具体的にどういうテーマを示してい

くかはこれから詰めていきたい。 

 

＜質疑応答＞ 

（問）高校生は平日だが？ 

（答）派遣していただける高校を交渉する。シンポジウムでは、地元に定着しない、一旦外に出てみようとい

う高校生が、地元へ帰ってきたい、帰ってくるときの要件をどのように考えているかを聞いてみたい。 

 

審議の結果、異議なく了解された。 

 

２． 平成 27 年度皇學館大学「伊勢志摩定住自立圏共生学」科目Ⅲ、Ⅳの社会人志願者及び選

考について 
清水学長の求めに応じ、齋藤教育開発センター長より説明がなされた。 

社会人聴講希望者 3名より志願書が提出された。その内訳は、伊勢市役所 1名、志摩市役所 2名である。 

それ以外に鳥羽市役所から 6名のスポット履修希望がある。 

 

＜質疑応答＞ 

（問）スポット、ということは全部受講しないのか？ 

（答）自分の興味のある、関連のある回だけを聴講。各回の内容はシラバスに示してある。 

（問）単位は？ 

（答）スポットに関しては不要、科目等履修生は要項にあるように単位をつける。 

 

今年度は、共生学Ⅲ・Ⅳだけ社会人履修生として開講しているが、共生学Ⅰ・Ⅱも行政が受けられないものか、と

の声がある。COC 実施本部会議、運営会議、支援室会議ではかり、次年度は科目等履修対象科目をⅠ・Ⅱ

も含めるのか議論していきたい。 

 

＜質疑応答＞ 

（問）共生学Ⅰの学生の反応は？ 

（答）もうひとつインタラクティブではない。全くの説明会になってしまっているということは否めない。また、学

生がミニッツペーパーに書いた鳥羽市への質問は後日回答してもらった。 

（問）授業の中で回答してもらえばよいのでは？ 

（答）担当市町が毎回変わるため改善の機会がない。一回で授業は終了である。秋学期のⅡについては、

もう少しお互い双方向になるように授業の方法を改善してもらおうとは検討している。 

 

 



社会人志願者を認めてよろしいか。 

審議の結果、異議なく了解された。 

なお、伊勢市、志摩市の 3 名は、科目等履修生として教務担当に志願書を渡し、教授会にはかる。鳥羽市 6

名は、スポット履修生なのでこの扱いではないことが確認された。 

 

【報 告】 

清水学長の求めに応じ、齋藤教育開発センター長より報告がなされた。 

1. 平成 27年度皇學館大学「伊勢志摩定住自立圏共生学」科目Ⅰの進捗状況 

鳥羽市、伊勢市、南伊勢町の講義が終了した。ミニッツペーパーは manabaでポートフォリオとして蓄積していく。 

 

2. CLL活動の進捗状況 

以下市町より申し出があり、現在、進めている。 

・ 玉城町‐玉城ミュージックモンスターフェスティバル（11/14、15）学生 4名 

地域住民の交流と集客をはかる催しを、学生が、企画段階から入って行っている。 

・ 志摩市‐MOTANI屋（新しい里海創造によるまちづくり）学生 2名 

藻谷幸助氏コーディネート。1 人は授業で呼びかけて、1 人は自主的に志摩市の募集をみて。

国文と教育。 

・ 明和町‐明和町観光パンフレット作成 岡田登ゼミ 

３年生のゼミで行う。明和町の事業。 

 

3. 平成２７年度大学教育再生戦略推進費「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」の申請  

清水学長の求めにより、齋藤教育開発センター長から資料に基づき説明があった。 

三重大学の呼びかけにより三重県内の全高等教育機関が参加する予定である。COC 事業に採択されている本

学は、文部科学省より COC+ の申請または、参加校となることが求められていることから、本日の教学運営会議

で参加を認めていただいた。 

現在、三重大学が提案する事業名は「地域との多面的対話教育（MIE）による常(とこ)若(わか)プログラム」であ

る。三重大学からの申請に必要な書類は別紙の通りである。 

 

＜質疑応答＞ 

（問）申請が通らなかった場合は？ 

（答）本学は参加校として応募している。それが評価される。 

 

 

 

 

 

＊次回日程 

 平成 27年度 第３回 平成 27年 7月 8日(水) 教学運営会議終了後～ 場所：本部大会議室

で開催されることが確認された。 


